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カーボカウントについて
独立行政法人国立病院機構京都医療センター　糖尿病センター　村田　敬

近年，1型糖尿病の食事療法およびインスリン自己調節方法のひとつとして，カーボカウントを取り入れる施設が国内でも増えて
きています．欧米では，すでに1型糖尿病の標準的な治療の一部となっており，アメリカ糖尿病協会（ADA）のガイドラインでも
エビデンスレベルA（ランダム化比較試験により裏付けられている）で推奨されています．
カーボカウントでは，3大栄養素の中でもっとも食後血糖値に影響する炭水化物に注目します．カーボカウントには，炭水化物の
認識と見積もりに関する基礎編と，それに基づくインスリン自己調節に関する応用編の2段階があります．
カーボカウント基礎編では，まず炭水化物の多い食品をきちんと認識するところから始まります．つぎに栄養成分表示や食品成
分表などを利用して，炭水化物の量を見積もります．この過程を通じて患者さんは食後血糖値と摂取する炭水化物の量の関係
につき，学んでいきます．たとえば，麺類は意外と食後高血糖をもたらしやすいことなどが理解できるようになります．なお，炭水化
物・たんぱく質・脂質の摂取量の目安については，患者さんの個人差に配慮しながら治療目標の実現に向けて調節していくこと
が重要です．
また，カーボカウント応用編を習得すると，食事中に含まれる炭水化物量にあわせて超速効型インスリンの投与量を自分で調節
することが可能となります．カーボカウント応用編を行うためには，頻回注射法（MDI）あるいはインスリンポンプ療法（CSII）を
行っていることが前提条件となります．食事中の炭水化物の量を見積もって，インスリン炭水化物比（１単位のインスリンで代謝で
きる炭水化物の量：ICR）で割ることにより，必要な超速効型インスリンの量を決めることができます．このように献立に応じてイン
スリンの量を調節することで，食生活の自由度が高まりQOLの向上が期待できます．
ここで重要なのが，患者さんにとってQOLの向上が必ずしも自由に食事をできることだけにあるのでなく，他人と同じものを食
べられることにより自分だけが特別な食事療法を行っているという疎外感を感じにくい，という点にもあることを重視する必要があり
ます．たとえば，1型糖尿病の子供がお友達の誕生日パーティーに呼ばれたとき，自分だけケーキを食べられなくて悲しい思いを
する，といった状況を，カーボカウントを用いてインスリンを追加投与することで防げます．
私たち医療従事者は，糖尿病患者さんがどれだけ食事療法のことを負担に感じているか，軽視してはいけないと思います．

カーボカウントのメリットのひとつは，血糖コントロールの改善とQOLの向上を両立できる点にあります．QOLの良い食事療法は，
葛藤を生じにくいため，アドヒアランスの向上が期待できます．カーボカウントには，糖尿病の療養指導がパターナリズムに陥ること
を回避し，エンパワーメントを推進するという側面もあるのです．
一方，カーボカウント自体には，摂取エネルギー量のコントロールおよび栄養のバランスをとる機能はありません．このため肥満を

伴う患者さんの場合，カーボカウントとは別にエネルギー制限を行う必要がありますし，三大栄養素と微量栄養素を過不足なく摂
取できるような配慮が求められます．また，カーボカウントは低炭水化物ダイエットではありません．現在のADAガイドライン（2001
年）は，総エネルギー中の炭水化物比率について，「栄養評価と治療目標に基づいて決定する」ことを推奨しており，具体的な
数値は明記されていませんが，「ADA糖尿病患者のためのカーボカウント完全ガイド」（医歯薬出版）には40% -60%の範囲
内で個別設定すると書かれています．なお，米国基準（RDA）において炭水化物は1日に最低でも130 g 必要とされています．
カーボカウント応用編を実践している患者さんの場合，トータルで目標とする炭水化物量が摂取できていればよく，毎食ごとに固定
した量の炭水化物を摂取する必要はありません．
HbA1cが高い患者さんの場合，基礎インスリン不足が疑われるので，MDI・CSIIいずれの場合においても，カーボカウントに

先立ち，まず，基礎インスリンを増量して夜間および早朝空腹時の血糖値を良好にコントロールする必要があります．
カーボカウント応用編を用いることで，1型糖尿病の患者さんがより健常人に近い食生活を送れるようになります．しかし，このこ

とは患者さんが自分自身の責任で健康的なライフスタイルを追求する必要があることを意味しています．自由には責任が伴います．
健康とは血糖値のことだけではありません．血糖値が正常でも，不健康なライフスタイルを送り続けたら，さまざまな問題が生じえ
ます．カーボカウントは，患者さん自身の自己責任をベースにした食事療法であり，インスリン自己調節方法なのです．現在，日本
糖尿病学会のカーボカウント小委員会で日本の実情に合わせたガイドラインが検討されていると聞きますので，将来，カーボカウン
トがさらに普及すると期待されます．
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